
平
成

3
0
年

1
2
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
9
号

(4
) 

 
平
成

3
0
年

1
2
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
9
号

(1
)  

 
 

 

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

    
12 121212

/1
6

/1
6

/1
6

/1
6～ ～～～

2 222/
15 /1
5

/1
5

/1
5    

問
い
合
わ
せ
：
近
隣
セ
ン
タ
ー
 

0
4

-7
1
7

3
-9

5
3

1
 

※
2
0
1
8
年

11
月

2
2
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

～ ～～～
    
点 点点点
    検 検検検

    商 商商商
    法 法法法

    の ののの
    ト トトト

    ラ ラララ
    ブ ブブブ

    ル ルルル
    に ににに

    気 気気気
    を ををを

    付 付付付
    け

て
！

け
て
！

け
て
！

け
て
！
    
～ ～～～
 

近
隣

近
隣

近
隣

近
隣

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

休
館

日
休
館

日
休
館

日
休
館

日
    

1 111
2 222
月 月月月

1
7

1
7

1
7

1
7
日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

    
1

2
1

2
1

2
1

2
月 月月月

2
8

2
8

2
8

2
8
日 日日日
（

金
（

金
（

金
（

金
） ）））

    
～ ～～～

    
1 111
月 月月月

3 333
日

（
日

（
日

（
日

（
木 木木木

） ）））
    

1 111
月 月月月

2
1

2
1

2
1

2
1
日 日日日
（

月
（

月
（

月
（

月
） ）））

    

 
込
む
素
敵
な
元
号
が
誕
生
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

 
も

う
す
ぐ

年
が

明
け
ま

す
。

富
里

地
域

の
皆

様
が
ま

す
ま

す
お

元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
今
般
の
改
元
を
機
に
、
元
号
を

使
わ

ず
に

西
暦

に
統

一
し

よ
う

と
い
う
議
論
や
、
行
政
分
野
で
は

西
暦

を
併

記
し

よ
う

と
い

う
動

き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
今
日
の
国

際
化
社
会
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も

当
然
こ
と
。
し
か
し
、
元
号
は
日

本
人

が
日

本
で

暮
ら

す
上

で
昔

か
ら

使
い

慣
れ

親
し

ん
だ

慣
習

で
あ
り
、
大
切
な
文
化
で
す
。
き

っ
と

国
民

の
理

想
を

イ
メ

ー
ジ

で
き
、
書
き
や
す
く
、
読
み
や
す

く
、
わ
が
国
固
有
の
歴
史
に
と
け

 
い

つ
も

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。
本
年
中
は
色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
私
た
ち
は
今
、
平
成
最
後
の
年
の
瀬
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
か

ら
3
0
年
前
、
小
渕
さ
ん
が
国
民
に
「
平
成
」
の
二
文
字
を
掲
げ

発
表

し
た

記
者

会
見

の
シ

ー
ン

や
、

直
後

に
職

員
皆

で
残

業
し

て
印
刷
物
を
訂
正
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
 

 
そ

も
そ

も
元

号
と

は
、

日
本

を
含

む
東

ア
ジ

ア
諸

国
に

お
け

る
紀
年
法
（
年
を
数
え
る
こ
と
）
の
一
種
で
、
西
暦
に
紀
年
法
を

併
記

し
て

い
る

国
は

あ
れ

ど
、

元
号

そ
の

も
の

が
広

く
使

用
さ

れ
て
い
る
国
は
世
界
で
唯
一
日
本
だ
け
の
よ
う
で
す
。
 

日
時

 
イ
ベ
ン
ト
名

 
窓
口

 

1
2
月
 

1
9
日
(
水
) 

11
:0

0
～

 
ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

1
月
 

5
日
(土

) 
1

0
:0

0
～

 
ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
 

1
3

:0
0
～

 
ふ
る
協
・
防
犯
協
会
合
同
新
春
懇
親
会
（
朝
日
会
館
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
8
日
(火

) 
1

0
:0

0
～

 
母
と
子
の
集
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
9
日
(水

) 
1

0
:0

0
～

 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
 

1
0

:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1

6
日
(
水
) 

11
:0

0
～

 
ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
1

7
日
(
木
) 

1
0

:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2

1
日
(
月
) 

1
0

:0
0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2

7
日
(
日
) 

1
0

:0
0
～

 
緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

2
月
 

2
日
(土

) 
1

0
:0

0
～

 
ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
4
日
(月

) 
1

0
:0

0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
6
日
(水

) 
1

0
:0

0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1

2
日
(
火
) 

1
0

:0
0
～

 
母
と
子
の
集
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1

3
日
(
水
) 

1
0

:0
0
～

 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 

相
談
窓
口
：
柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

1
8

8
 

電
話
：

0
4

-7
1

6
4

-4
1

0
0
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
）
 

 
点

検
商

法
と

は
、

工
事

業
者

が
屋

根
や

床
下

な
ど
の

点
検

を
持

ち
掛

け
不

安
な

ど
を

あ
お

り
、

工
事

契
約

を
急

が
せ
て

結
ぼ

う
と

す
る
商
法
で
す
。

 
 ＜
対
応
＞
 

 
①
業
者
の
訪
問
の
際
、
対
応
し
な
い
。
 

 
②
工
事
を
依
頼
す
る
場
合
も
急
い
で
独
断
で
契
約
せ
ず
、
第
三
 

者
に
相
談
し
た
り
、
複
数
の
見
積
り
を
と
る
。
 

 
③
工
事
契
約
を
結
ん
で
も
、
8
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
解
除
で
き
 

る
。
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
）

 

 
新
築
契
約
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
相
談
で
き
る
「
住
ま
い

「
住
ま
い

「
住
ま
い

「
住
ま
い

る るるる
ダ
イ

ダ
イ

ダ
イ

ダ
イ

ヤ
ル

ヤ
ル

ヤ
ル

ヤ
ル

」 」」」
が
あ
り
ま
す
。
国
土
交
通
大
臣
か
ら
指
定
を
受
け
た
住
宅

専
門
窓
口
で
、
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

・
電
話
番
号
：

0
5

7
0

-0
1

6
-1

0
0

 
・
受
 
付
 
：
平
日

 1
0

:0
0
～

1
7

:0
0
 

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
下
さ
い
。

 
発

行
：
柏

市
富
里

地
域
ふ

る
さ
と

協
議
会

・
富
里

地
区
社

協
部
会

 
h

tt
p

:/
/w

w
w

.f
k

-t
om

is
a

to
.n

et
/ 

「
柏

市
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か

ら
南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い

ま
す

。
近

隣
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
、

町
会

の
垣

根
を

越
え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

 

編
集
・
制

作
：
広

報
部
 

k
oh

o@
fk

-t
om

is
a
to

.n
et
 

 
お

問
合

せ
：
℡

 0
4

0
4

0
4

0
4

- ---7
1
7

3
7
1
7

3
7
1
7

3
7
1
7

3
- ---9

5
3
1

9
5

3
1

9
5

3
1

9
5

3
1
（

富
里

近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

 

あ
な

た
の

家
が

狙
わ

れ
て

い
る

？
 

 
年

末
年

始
は

、
帰

省
や

旅
行

な
ど

で
留

守
が

多
く

な
る

時
期

で
あ

る
と
と

も
に

、
金

融
機

関
が

休
み

に
な

る
こ

と
も

あ
り

、
お

年
玉

を
準

備
し

た
り

、
普

段
よ

り
多

め
に

現
金

を
お

持
ち

の
家

庭
も

多
い

時
期

で
す

。
空

き
巣

な
ど
の

侵
入
犯

は
予

め
下

見
を

行
い

、
予

め
下

見
を

行
い

、
予

め
下

見
を

行
い

、
予

め
下

見
を

行
い

、
戸

締
り

の
弱

い
家

を
狙

い
戸

締
り

の
弱

い
家

を
狙

い
戸

締
り

の
弱

い
家

を
狙

い
戸

締
り

の
弱

い
家

を
狙

い
ま

す
。
侵

入
に
時

間
が

か
か
る
家
は
狙
わ
れ
に
く
く
、
侵
入
に

5
分
以
上
か
か

る
と

半
数

以
上

が
侵
入

を
諦

め
る

と
い

う
デ

ー
タ

も

あ
り
ま
す
。
 

完
璧

な
防

犯
対

策
は

な
か

な
か

あ
り

ま
せ

ん
が
、
侵
入
に
と
ま

ど
っ
た
り
、
い
か

に
も

防
犯

に
関

心
が

あ
り

そ
う

  
1 111
. ...
少

し
で
も

家
を

空
け
る
と

き
は
、
必
ず

施
錠
す

る
。

少
し
で
も

家
を

空
け
る
と

き
は
、
必
ず

施
錠
す

る
。

少
し
で
も

家
を

空
け
る
と

き
は
、
必
ず

施
錠
す

る
。

少
し
で
も

家
を

空
け
る
と

き
は
、
必
ず

施
錠
す

る
。

2
.

2
.2
.

2
.
郵

便
受
け

に
新

聞
を
た
め

な
い

よ
う
に

す
る

。
郵

便
受
け

に
新

聞
を
た
め

な
い

よ
う
に

す
る

。
郵

便
受
け

に
新

聞
を
た
め

な
い

よ
う
に

す
る

。
郵

便
受
け

に
新

聞
を
た
め

な
い

よ
う
に

す
る

。
    

3
.

3
.3
.

3
.
洗

濯
物
は

、
外

か
ら
見
え

な
い

場
所
に

干
す

。
洗

濯
物
は

、
外

か
ら
見
え

な
い

場
所
に

干
す

。
洗

濯
物
は

、
外

か
ら
見
え

な
い

場
所
に

干
す

。
洗

濯
物
は

、
外

か
ら
見
え

な
い

場
所
に

干
す

。
    

4 444
. ...
音

声
威
嚇

ラ
イ

ト
（
セ
ン

サ
ー

付
き
）

な
ど

で
、

音
声
威
嚇

ラ
イ

ト
（
セ
ン

サ
ー

付
き
）

な
ど

で
、

音
声
威
嚇

ラ
イ

ト
（
セ
ン

サ
ー

付
き
）

な
ど

で
、

音
声
威
嚇

ラ
イ

ト
（
セ
ン

サ
ー

付
き
）

な
ど

で
、

    
侵

入
を

諦
め
さ

せ
る

。
侵

入
を

諦
め
さ

せ
る

。
侵

入
を

諦
め
さ

せ
る

。
侵

入
を

諦
め
さ

せ
る

。
    

5
.

5
.5
.

5
.
窓

か
ら
の

侵
入

を
防
ぐ
。

窓
か
ら
の

侵
入

を
防
ぐ
。

窓
か
ら
の

侵
入

を
防
ぐ
。

窓
か
ら
の

侵
入

を
防
ぐ
。

    
    

 
 

 
  
 

 
 
・

防
犯
フ

ィ
ル

ム
を
貼

る
の

も
効
果

的
・

防
犯
フ

ィ
ル

ム
を
貼

る
の

も
効
果

的
・

防
犯
フ

ィ
ル

ム
を
貼

る
の

も
効
果

的
・

防
犯
フ

ィ
ル

ム
を
貼

る
の

も
効
果

的
    

    
・
補

助
鍵
を

付
け

る
の
も

効
果

的
・
補

助
鍵
を

付
け

る
の
も

効
果

的
・
補

助
鍵
を

付
け

る
の
も

効
果

的
・
補

助
鍵
を

付
け

る
の
も

効
果

的
    

6 666
. ...
夜

で
も
タ

イ
マ

ー
を
使
用

し
、

室
内
の

電
気

夜
で
も
タ

イ
マ

ー
を
使
用

し
、

室
内
の

電
気

夜
で
も
タ

イ
マ

ー
を
使
用

し
、

室
内
の

電
気

夜
で
も
タ

イ
マ

ー
を
使
用

し
、

室
内
の

電
気

    
を

点
灯

さ
せ
て

お
く

。
を

点
灯

さ
せ
て

お
く

。
を

点
灯

さ
せ
て

お
く

。
を

点
灯

さ
せ
て

お
く

。
    

    
 
 

 
  
 

 
 
・

人
感
ラ

イ
ト

な
ど
も

効
果

的
・

人
感
ラ

イ
ト

な
ど
も

効
果

的
・

人
感
ラ

イ
ト

な
ど
も

効
果

的
・

人
感
ラ

イ
ト

な
ど
も

効
果

的
    

空
き

巣
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
６

つ
の

対
策

空
き

巣
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
６

つ
の

対
策

空
き

巣
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
６

つ
の

対
策

空
き

巣
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
６

つ
の

対
策

    

平
成

最
後

の
年

始
の

お
参

り
を

地
元

の
神

社
 
富
里
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
（
旧
水
戸
街
道
沿
い
）
に
鎮
座
す

る
「
神
明
神
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

 
 
由
緒
は
（
出
展
：
掲
示
看
板
）『

当
神
明
主
神
の
鎮
座
地

で
あ

る
柏

市
富

里
町

は
、

昭
和

四
十

二
年

に
改

名
さ

れ
た

町
名
で
あ
っ
て
、
曾
て
は
柏
市

豊
四
季

豊
四
季

豊
四
季

豊
四
季
の
一
部
で
あ
っ
た
。

こ
の

豊
四

季
豊

四
季

豊
四

季
豊

四
季

の
地

は
、

明
治

新
政

府
の

殖
産

事
業

と
し

て
、

も
と

徳
川

幕
府

の
上

総
牧

場
で

あ
っ

た
小

金
牧

と
佐

倉
牧
を
、
明
治
初
年
明
治
新
政
府
が
東
京
府
に
命
じ
て
、
初

富
・
二
和
・
三
咲
・
豊
四
季

豊
四
季

豊
四
季

豊
四
季
・
五
香
・
六
実
・
七
栄
・
八
街
・

九
美
上
・
十
倉
・
十
余
一
・
十
余
二
・
十
余
三
と
つ
づ
い
て

開
墾

を
さ

れ
、

こ
の

小
金

牧
の

内
な

る
四

番
目

の
豊

四
季

豊
四

季
豊

四
季

豊
四

季
の
一
部
で
あ
り
各
地
か
ら
、
武
士
を
は
じ
め
次
男
・
三
男
や

世
の

変
革

に
よ

っ
て

職
を

失
っ

た
多

く
の

人
々

が
入

植
、

移
り

住
ん

で
集

落
が

形
成

さ
れ

た
。

や
が

て
松

並
木

の
旧

水
戸
街
道
（
旧
六
号
国
道
）
沿
い
地
域
の
人
び
と
の
よ
り
ど

こ
ろ

と
し

て
、

天
照

皇
大

御
神

を
御

祭
神

と
し

て
現

在
の

地
富
里
二
丁
目
に
神
明
神
社
を
創
建
、
朝
に
夕
べ
に
御
神
徳
を

仰
い
で
家
業
に
励
み
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
百
有
余

年
の
長
い
月
日
を
祖
先
相
承
け
相
伝
え
て
今
日
に
至
っ
た
。

 
現
在
は
柏
市
の
「
富
里
一
丁
目
・
同
二
丁
目
・
同
三
丁
目
・

東
町
・
中
央
・
若
葉
町
・
緑
ヶ
丘
・
豊
町
東
・
豊
町
西
・
新
富

町
・
南
柏
・
吉
野
沢
・
豊
平
町
」・

近
隣
町
会
等
の
共
同
鎮
守
と

し
て
、
又
近
隣
地
域
の
人
々
の
篤
い
尊
崇
を
あ
つ
め
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
（
以
下
略
）』

 
 

平
成

2
9
年
大
晦
日
の
風
景

な
家

だ
な

、
と

思
わ

せ
る

だ
け

で
実

害
を

か
な

り
遠

ざ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

空
き

巣
被

害
に

遭
わ

な
い

ポ
イ

ン
ト

は
、

侵
入

者
が
嫌
う
「
光
」
「
人
の
目
」
「
音
」
で
す
。

 
 

防
犯
診
断
風
景



平
成

3
0
年

1
2
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
9
号

(2
) 

 
平
成

3
0
年

1
2
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
9
号

(3
)  

   

 
   

 

 
今
年
度
の
高
齢
者
福
祉
部
『
み
ん

な
元
気
で
行
動
的
に
（
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
）
』
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

 
一
年
間
の
行
事
の
中
に
は
、
ニ
ュ

 

 
生
活
環
境
部
は
、

5
月
の
ご
み

ゼ
ロ

運
動

の
準

備
と

実
施

日
の

集
計
、
市
へ
の
報
告
を
し
ま
す
。

春
と
秋
は
、
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

え
」
と
「
簡
単
な
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ニ
ュ
ー
」
の
料
理
講
座
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
毎
日
の
生
活
の

の
鉢
花
の
植
え
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
お
料
理
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
手
芸
な
ど
の
講
座
を

開
い
て
お
り
、
今
年
度
は
「
多
肉
植
物
（
造
花
）
の
寄
せ
植

生
活

生
活

生
活

生
活

環
境
部

環
境
部

環
境
部

環
境
部

    

イ
ベ

ン
ト

へ
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

参
加

参
加

参
加

を ををを
！ ！！！

 

れ
て
い
ま
す
。

 

 
い

き
い

き
楽

し
く

い
ろ

い
ろ

な
『
会
』
に
参
加
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ

ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
は
じ
め
と
し
、
ふ
れ
あ
い
食
事
会
・
ふ
れ

あ
い
の
集
い
体
育
祭
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
は
ん
ご
う
炊

飯
・
歌
声
喫
茶
等
々
参
加
で
き
る
『
会
』
が
た
く
さ
ん
用
意
さ

し
て
、
健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。

 

 
素
敵
な
シ
ニ
ア
時
代
を
共
に
過
ご
せ
た
ら
・
・
・

 

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

 
 
 
（
部
長
 
鴻
巣
信
子
）

 

素
敵

素
敵

素
敵

素
敵

な ななな
シ

ニ
ア

シ
ニ

ア
シ

ニ
ア

シ
ニ

ア
時

代
時

代
時

代
時

代
を ををを

！ ！！！
    

高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

    

 
 泉 泉泉泉
町 町町町
町 町町町

会
編

会
編

会
編

会
編

    

今
回
は
、
ほ
ぼ

ど
ち

ら
の

町
会

で
も

少
な

か
ら

ず
問

題
と

な
っ

て
い

る
空

家
に

つ
い

て
泉

町
町

会
の
現
状
を
書
か
し
て
頂
く
事
に
し
ま
し
た
。
 

空
家
に
な
る
と
き
は
近
隣
の
方
に
そ
こ
の
関
係
者
の
連
絡

先
を
聞
い
て
お
い
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
が

町
内
で
徹
底
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が

で
す
。
 

次
は

、
空

家
を

取
り

壊
し

て
ア

パ
ー

ト
が

建
つ

ケ
ー

ス
で

す
。
最
近
は

3
階
建
て
の
ワ
ン
ル
ー
ム
が
普
通
に
な
っ
て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

隣
接

す
る

町
会

員
の

方
々

と
建

築
業

者
さ

ん
と

町
会

と
し

て
話

し
合

い
、

入
居

者
の

町
会

加
入

の
お

願
い
か
ら
、
隣
家
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
、

1
階
へ
の
導
入

店
舗

の
業

種
に

つ
い

て
の

お
願

い
、

又
は

近
隣

住
民

用
の

ゴ
ミ

集
積

所
の

提
供

等
々

業
者

さ
ん

に
は

ご
協

力
を

頂
き

近
隣

住
民

の
方

々
に

も
そ

れ
な

り
に

納
得

を
し

て
頂

け
る

状
況

に
な
っ
た
り
と
い
う
事
も
し
て
い
ま
す
。
 

一
般

住
宅

が
建

つ
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

所
有

者
の

方
が

土
地
を
手
放
し
て
、
そ
こ
に
業
者
さ
ん
が
家
を
建
て
、
い
わ
ゆ

る
建
売
と
し
て
販
売
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
若
い

世
帯

、
子

育
て

中
の

フ
ァ

ミ
リ

ー
が

入
居

さ
れ

る
ケ

ー
ス

が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
中
、
子
供
会
が
解
散
し
て
久
し
い
泉

町
で
す
が
、
町
会
と
し
て
初
め
て
の
企
画
で
「
親
子
会
」
を
開

催
致

し
ま

し
た

。
以

前
か

ら
泉

町
町

会
に

住
ん

で
い

た
フ

ァ
ミ

リ
ー

も
含

め
て

多
く

の
親

子
さ

ん
に

参
加

し
て

頂
き

ま
し

た
。

マ
マ

と
パ

パ
と

子
供

達
で

の
参

加
の

フ
ァ

ミ
リ

ー
も

多
く

、
町

会
活

動
の

今
後

に
期

待
を

膨
ら

ま
せ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す
。
 

（
会
長
 
水
谷
修
國
）

柏 柏柏柏
第
三

第
三
第
三

第
三
小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

 

 
4
月
に
本
校

2
人
目
の
教
頭
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
が

本
校

に
着

任
し

て
驚

い
た

の
は

、
こ

の
地

域
に

と
っ

て
三

小
は

公
園

の
よ

う
な

存
在

で
、

誰
も

が
本

校
を

愛
し

て
く

れ
て

い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

 

早
朝
か
ら
地
域
の
方
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ラ

ジ
オ

体
操

、
読

書
…

と
さ

ま
ざ

ま
な

活
動

を
し

に
や

っ
て

き
ま

す
。
校
外
を
散
歩
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
も
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
日
中
は
、
丸
池
に
近
所
の
園
児
や
お
年
寄

り
が
コ
イ
を
眺
め
に
集
ま
り
ま
す
。
夕
方
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
興
じ
る
方
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
休
日

に
は
、
親
子
連
れ
が

中
庭
の
芝
生
に
寝
そ
べ
り
、

ウ
サ
ギ
を
見

て
喜
ん
で
い
ま
す
。

学
校
と
い
う
枠
を
超
え
て
、

市
民
の
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

 
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
を
守
る
「
わ
か
ば
パ

ト
ロ
ー
ル
」
で
の

見
守
り
活
動
や
朝

の
交
通
安
全
指
導
、
避
難
所

開
設
委
員
会

へ
の
積
極
的
な
関
わ

り
等
、
危
機
管
理
体
制
の
確

立
は
た
い
へ

ん
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

 
地
域
と
と
も

に
学
校
の
歴
史
を
重
ね
て
き

た
本
校
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
様
の
温
か
さ
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
進
ん

で
自
ら
の
力
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
る
よ

う
な
学
校
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 
（
教
頭
 
岩
倉
貞
実
）

実
情
で
す
。
も
ち
ろ
ん
引
っ
越
す
ご
本
人
か
ら
連
絡
先
を
言

っ
て
下
さ
る
方
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
草
刈

や
枝
切
、
殺
虫
剤
の
散
布
な
ど
と
て
も
よ
く
や
っ
て
頂
け
て

い
ま
す
。
一
方
連
絡
先
も
分
か
ら
ず
、

1
0
年
来
市
役
所
の
住

宅
政
策
課
に
相
談
、
お
願
い
、
を
し
て
も
全
く
改
善
し
な
い

空
家
も
あ
り
ま
す
。
隣
家
は
も
ち
ろ
ん
道
路
に
も
伸
び
放
題

の
枝
や
、
季
節
に
は
熟
し
た
柿
の
実
で
壁
や
屋
根
が
汚
れ
瓦

が
飛
ば
さ
れ
た
り
通
行
の
障
害
に
も
な
り
落
ち
葉
の
清
掃
に

も
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
状
況
に
困
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
 

今
回
、
住
宅
政
策
課
に
物
件
の
相
続
権
者
と
の
間
に
入
っ

て
頂
き
、
枝
を
切
っ
て
敷
地
内
に
置
く
こ
と
の
了
解
を
取
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
町
会
内
の
協
力
者
を
募
っ

て
伐
採
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
町
会
の
協
力
体
制
の
見
せ
所

中
で

、
皆

さ
ん

の
心

地
よ

い
暮

ら
し

の
ヒ

ン
ト

に
な

る
よ

う
な

講
座

に
し

て
い

け
た

ら
と

、
7

人
の

メ
ン

バ
ー

で
活

動
し

て
い
ま
す
。
 
 
 

（
部
長
 
佐
々
木
由
美
子
）

 

第 第第第
3
7

3
73
7

3
7
回 回回回
    
ふ

れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

    
体
育

祭
体
育

祭
体
育

祭
体
育

祭
    

体
育
部

体
育
部

体
育
部

体
育
部
（ （（（

1
0

1
0

1
0

1
0
月 月月月

2
1

2
1

2
1

2
1
日 日日日
） ）））

    

 
昨

年
は

、
天

候
不

良
で

中
止

と
な

っ
た

体
育

祭
。

今
年

は
、

秋
晴

れ
の

下
、
豊
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
各

町
会

か
ら

の
多

数
の

方
が

参
加

。
富

里
町
会
が

2
連
覇
し
ま
し
た
。
 

第 第第第
3 333
5 555
回 回回回
    
ふ

れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

    
文
化

祭
文
化

祭
文
化

祭
文
化

祭
    

文
化
部

文
化
部

文
化
部

文
化
部
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

3 333
日 日日日

,4 ,4,4,4
日 日日日
） ）））

    

日
帰
り

研
修
「

日
帰
り

研
修
「

日
帰
り

研
修
「

日
帰
り

研
修
「

恋
す

る
豚

恋
す

る
豚

恋
す

る
豚

恋
す

る
豚

研
究
所

」
研

究
所

」
研

究
所

」
研

究
所

」
    

地
区
社
協
部
会

地
区
社
協
部
会

地
区
社
協
部
会

地
区
社
協
部
会
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

1
9

1
9

1
9

1
9
日 日日日
） ）））

    

料
理

料
理

料
理

料
理

教
室

教
室

教
室

教
室

    

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

1
3

1
3

1
3

1
3
日 日日日
） ）））

    
ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の
美
味
し
く
て
華
や
か
な
ご
馳
走
を
、
西
部

光
美
先
生
に
シ
ン
プ
ル
な
レ
シ
ピ
で
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

 
 

星
や

ハ
ー

ト
の

形
の

か
わ

い
い

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

を
つ

く
り

、
「
大
根
と
カ
イ
ワ
レ
の
サ
ラ
ダ
」
は
ア
ラ
ザ
ン
を
散
ら
し
、
星
の

ピ
ッ
ク
を
飾
り
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
メ
イ
ン
の
「
鶏
の
白
ワ
イ
ン
煮
」
は
バ
タ
ー
の
こ
く
と
ハ
チ
ミ

ツ
の
ほ
の
か
な
甘
み
が
美
味
し
く
、
盛
り
付
け
る
時
に
リ
ボ
ン
を

結
び
華
や
か
に
仕
上
げ
、
キ
ノ
コ
の
形
に
し
た
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を

添
え

ま
し

た
。

コ
ン

ソ
メ

ス
ー

プ
は

オ
ク

ラ
を

散
ら

し
て

色
鮮

や
か

に
な

り
ま

し
た

。
そ

し
て

、
オ

レ
ン

ジ
ジ

ュ
ー

ス
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
ト
ニ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
タ

ー
で

作
る

サ
ン

グ
リ

ア
風

ジ
ュ

ー
ス

も
と

て
も

美
味

し
く

、
お

酒
を

飲
め

な
い

方
に

も
喜

ば
れ

そ
う

で
す

。
 

先
生

の
ご

指
導

の
も

と
、

参
加

さ
れ

た
皆

さ
ん

は
と

て
も

手
際

良
く

調
理

さ
れ

、
き

れ
い

に
盛

り
付

け
た

ご
馳

走
を

美
味

し
く

、
楽

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
う
こ

と
の
出
来
た
料
理
講
座
で
し
た
。

 

順
位

 
町
会

 
得
点

 

1
位

 
富
里
町
会

 
4

5
1
 

2
位

 
緑
ヶ
丘
町
会

 
3

9
5
 

3
位

 
豊
町
東
町
会

 
3

7
5
 

4
位

 
通
一
・
泉
町
町
会

 
3

6
4
 

5
位

 
栄
町
町
会

 
3

1
8
 

6
位

 
豊
町
西
町
会

 
3

1
4
 

 

 
今
回
は
第

3
5
回
と
節
目
の
回
で
し
た
の
で
、
来
場
者
の
声

を
取
材
し
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
 

・
年
々
展
示
物
が
減
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
 

・
展
示
物
を
出
展
し
た
い
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
 

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
来
年
は
、
豊
四
季
生
誕

1
50

周
年
の
年
で
も
あ
り
、
豊
四
季

の
歴
史
に
関
す
る
出
展
も
計
画
中
と
の
こ
と
で
す
。
 

野
外
炊

飯
野

外
炊

飯
野

外
炊

飯
野

外
炊

飯
と ととと
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
    

児
童

児
童
児
童

児
童
保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部
、 、、、
防
犯
防
災

防
犯
防
災

防
犯
防
災

防
犯
防
災
部 部部部
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

2
3

2
3

2
3

2
3
日 日日日
） ）））

    

 
こ
の
施
設
は
「
福
祉
を
売
り
に
せ
ず
に
、
本
来
の
価
値
で
売
る
」 

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一
般
の
企
業
と
同
様
に
製
造
、
販
売
等
を
行
っ
て

い
る
、
千
葉
県
香
取
市
に
あ
る
「
恋
す
る
豚
研
究
所
」
に
、
日
帰
り

研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 
 
恋
す
る
豚
と
は
、「

豚
に
恋
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「

豚
が
恋
す
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
安
全
な
豚
や
、
お
い
し
い
豚

を
生
産
す
る
た
め
に
は
、
科
学
的
な
視
点
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
肉
に

含
ま
れ
る
う
ま
み
成
分
を
分
析
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
実
証
的
な
、

安
定
し
た
管
理
や
生
産
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

 

恋
す

る
豚

は
口

あ
た

り
が
な
め
ら
か
で
、
く
さ

み
が
少
な
く
、
脂
の
ほ
の

か
な

甘
み

が
口

に
広

が
り
ま
す
。
あ
と
味
は
す
っ

き
り
し
て
い
て
、
つ
い
つ

い
ま
た
食
べ
た
く
な
っ
て
し
ま
う
お
い
し
さ
で
す
。

 
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

 
h

tt
p

s:
//
w

w
w

.k
oi

su
ru

b
u

ta
.c

om
 

 
毎
回
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
「
野
外
炊
飯
と
防
災
訓

練
」
が
、
昨
年
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
今
年
は
好
天
の
中

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

 
 
野
外
で
の
飯
盒
や
、
お
釜
で
米
を
炊
き
、
お
昼

に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
食
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
駐
車
場
で
は
、
柏

市
消

防
局

の
協

力
で

煙
体

験
ハ

ウ
ス

で
の

煙
体

験
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

第 第第第
三
小

三
小

三
小

三
小

学
校

学
校

学
校

学
校

の ののの
花
壇

を
花
壇

を
花
壇

を
花
壇

を
き
れ

い
に

き
れ

い
に

き
れ

い
に

き
れ

い
に

！ ！！！
    

ふ
る

ふ
る
ふ
る

ふ
る
協 協協協
事
務
局

事
務
局

事
務
局

事
務
局
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

2
3

2
3

2
3

2
3
日 日日日
） ）））

    

 
か

ね
て

要
望
の

あ
っ

た
体
育

館
前

に
あ

る
花

壇
の

清
掃
、

ペ
ン

キ
塗

り
替

え
作

業
を

各
町
会

長
を

は
じ

め
、

ふ
る

協
有
志

が
行
い
ま
し
た
。

 



平
成

3
0
年

1
2
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
9
号

(2
) 

 
平
成

3
0
年

1
2
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
9
号

(3
)  

   

 
   

 

 
今
年
度
の
高
齢
者
福
祉
部
『
み
ん

な
元
気
で
行
動
的
に
（
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
）
』
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

 
一
年
間
の
行
事
の
中
に
は
、
ニ
ュ

 

 
生
活
環
境
部
は
、

5
月
の
ご
み

ゼ
ロ

運
動

の
準

備
と

実
施

日
の

集
計
、
市
へ
の
報
告
を
し
ま
す
。

春
と
秋
は
、
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

え
」
と
「
簡
単
な
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ニ
ュ
ー
」
の
料
理
講
座
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
毎
日
の
生
活
の

の
鉢
花
の
植
え
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
お
料
理
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
手
芸
な
ど
の
講
座
を

開
い
て
お
り
、
今
年
度
は
「
多
肉
植
物
（
造
花
）
の
寄
せ
植

生
活

生
活

生
活

生
活

環
境
部

環
境
部

環
境
部

環
境
部

    

イ
ベ

ン
ト

へ
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

参
加

参
加

参
加

を ををを
！ ！！！

 

れ
て
い
ま
す
。

 

 
い

き
い

き
楽

し
く

い
ろ

い
ろ

な
『
会
』
に
参
加
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ

ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
は
じ
め
と
し
、
ふ
れ
あ
い
食
事
会
・
ふ
れ

あ
い
の
集
い
体
育
祭
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
は
ん
ご
う
炊

飯
・
歌
声
喫
茶
等
々
参
加
で
き
る
『
会
』
が
た
く
さ
ん
用
意
さ

し
て
、
健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。

 

 
素
敵
な
シ
ニ
ア
時
代
を
共
に
過
ご
せ
た
ら
・
・
・

 

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

 
 
 
（
部
長
 
鴻
巣
信
子
）

 

素
敵

素
敵

素
敵

素
敵

な ななな
シ

ニ
ア

シ
ニ

ア
シ

ニ
ア

シ
ニ

ア
時

代
時

代
時

代
時

代
を ををを

！ ！！！
    

高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

    

 
 泉 泉泉泉
町 町町町
町 町町町

会
編

会
編

会
編

会
編

    

今
回
は
、
ほ
ぼ

ど
ち

ら
の

町
会

で
も

少
な

か
ら

ず
問

題
と

な
っ

て
い

る
空

家
に

つ
い

て
泉

町
町

会
の
現
状
を
書
か
し
て
頂
く
事
に
し
ま
し
た
。
 

空
家
に
な
る
と
き
は
近
隣
の
方
に
そ
こ
の
関
係
者
の
連
絡

先
を
聞
い
て
お
い
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
が

町
内
で
徹
底
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が

で
す
。
 

次
は

、
空

家
を

取
り

壊
し

て
ア

パ
ー

ト
が

建
つ

ケ
ー

ス
で

す
。
最
近
は

3
階
建
て
の
ワ
ン
ル
ー
ム
が
普
通
に
な
っ
て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

隣
接

す
る

町
会

員
の

方
々

と
建

築
業

者
さ

ん
と

町
会

と
し

て
話

し
合

い
、

入
居

者
の

町
会

加
入

の
お

願
い
か
ら
、
隣
家
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
、

1
階
へ
の
導
入

店
舗

の
業

種
に

つ
い

て
の

お
願

い
、

又
は

近
隣

住
民

用
の

ゴ
ミ

集
積

所
の

提
供

等
々

業
者

さ
ん

に
は

ご
協

力
を

頂
き

近
隣

住
民

の
方

々
に

も
そ

れ
な

り
に

納
得

を
し

て
頂

け
る

状
況

に
な
っ
た
り
と
い
う
事
も
し
て
い
ま
す
。
 

一
般

住
宅

が
建

つ
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

所
有

者
の

方
が

土
地
を
手
放
し
て
、
そ
こ
に
業
者
さ
ん
が
家
を
建
て
、
い
わ
ゆ

る
建
売
と
し
て
販
売
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
若
い

世
帯

、
子

育
て

中
の

フ
ァ

ミ
リ

ー
が

入
居

さ
れ

る
ケ

ー
ス

が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
中
、
子
供
会
が
解
散
し
て
久
し
い
泉

町
で
す
が
、
町
会
と
し
て
初
め
て
の
企
画
で
「
親
子
会
」
を
開

催
致

し
ま

し
た

。
以

前
か

ら
泉

町
町

会
に

住
ん

で
い

た
フ

ァ
ミ

リ
ー

も
含

め
て

多
く

の
親

子
さ

ん
に

参
加

し
て

頂
き

ま
し

た
。

マ
マ

と
パ

パ
と

子
供

達
で

の
参

加
の

フ
ァ

ミ
リ

ー
も

多
く

、
町

会
活

動
の

今
後

に
期

待
を

膨
ら

ま
せ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す
。
 

（
会
長
 
水
谷
修
國
）

柏 柏柏柏
第
三

第
三
第
三

第
三
小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

 

 
4
月
に
本
校

2
人
目
の
教
頭
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
が

本
校

に
着

任
し

て
驚

い
た

の
は

、
こ

の
地

域
に

と
っ

て
三

小
は

公
園

の
よ

う
な

存
在

で
、

誰
も

が
本

校
を

愛
し

て
く

れ
て

い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

 

早
朝
か
ら
地
域
の
方
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ラ

ジ
オ

体
操

、
読

書
…

と
さ

ま
ざ

ま
な

活
動

を
し

に
や

っ
て

き
ま

す
。
校
外
を
散
歩
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
も
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
日
中
は
、
丸
池
に
近
所
の
園
児
や
お
年
寄

り
が
コ
イ
を
眺
め
に
集
ま
り
ま
す
。
夕
方
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
興
じ
る
方
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
休
日

に
は
、
親
子
連
れ
が

中
庭
の
芝
生
に
寝
そ
べ
り
、

ウ
サ
ギ
を
見

て
喜
ん
で
い
ま
す
。

学
校
と
い
う
枠
を
超
え
て
、

市
民
の
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

 
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
を
守
る
「
わ
か
ば
パ

ト
ロ
ー
ル
」
で
の

見
守
り
活
動
や
朝

の
交
通
安
全
指
導
、
避
難
所

開
設
委
員
会

へ
の
積
極
的
な
関
わ

り
等
、
危
機
管
理
体
制
の
確

立
は
た
い
へ

ん
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

 
地
域
と
と
も

に
学
校
の
歴
史
を
重
ね
て
き

た
本
校
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
様
の
温
か
さ
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
進
ん

で
自
ら
の
力
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
る
よ

う
な
学
校
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 
（
教
頭
 
岩
倉
貞
実
）

実
情
で
す
。
も
ち
ろ
ん
引
っ
越
す
ご
本
人
か
ら
連
絡
先
を
言

っ
て
下
さ
る
方
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
草
刈

や
枝
切
、
殺
虫
剤
の
散
布
な
ど
と
て
も
よ
く
や
っ
て
頂
け
て

い
ま
す
。
一
方
連
絡
先
も
分
か
ら
ず
、

1
0
年
来
市
役
所
の
住

宅
政
策
課
に
相
談
、
お
願
い
、
を
し
て
も
全
く
改
善
し
な
い

空
家
も
あ
り
ま
す
。
隣
家
は
も
ち
ろ
ん
道
路
に
も
伸
び
放
題

の
枝
や
、
季
節
に
は
熟
し
た
柿
の
実
で
壁
や
屋
根
が
汚
れ
瓦

が
飛
ば
さ
れ
た
り
通
行
の
障
害
に
も
な
り
落
ち
葉
の
清
掃
に

も
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
状
況
に
困
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
 

今
回
、
住
宅
政
策
課
に
物
件
の
相
続
権
者
と
の
間
に
入
っ

て
頂
き
、
枝
を
切
っ
て
敷
地
内
に
置
く
こ
と
の
了
解
を
取
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
町
会
内
の
協
力
者
を
募
っ

て
伐
採
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
町
会
の
協
力
体
制
の
見
せ
所

中
で

、
皆

さ
ん

の
心

地
よ

い
暮

ら
し

の
ヒ

ン
ト

に
な

る
よ

う
な

講
座

に
し

て
い

け
た

ら
と

、
7

人
の

メ
ン

バ
ー

で
活

動
し

て
い
ま
す
。
 
 
 

（
部
長
 
佐
々
木
由
美
子
）

 

第 第第第
3
7

3
73
7

3
7
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ふ
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い
の
集
い

ふ
れ
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い
の
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い

    
体
育

祭
体
育

祭
体
育

祭
体
育

祭
    

体
育
部

体
育
部

体
育
部

体
育
部
（ （（（

1
0

1
0

1
0

1
0
月 月月月

2
1

2
1

2
1

2
1
日 日日日
） ）））

    

 
昨

年
は

、
天

候
不

良
で

中
止

と
な

っ
た

体
育

祭
。

今
年

は
、

秋
晴

れ
の

下
、
豊
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
各

町
会

か
ら

の
多

数
の

方
が

参
加

。
富

里
町
会
が

2
連
覇
し
ま
し
た
。
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回 回回回
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ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

ふ
れ
あ

い
の
集
い

    
文
化

祭
文
化

祭
文
化

祭
文
化

祭
    

文
化
部

文
化
部

文
化
部

文
化
部
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

3 333
日 日日日

,4 ,4,4,4
日 日日日
） ）））

    

日
帰
り

研
修
「

日
帰
り

研
修
「

日
帰
り

研
修
「

日
帰
り

研
修
「

恋
す

る
豚

恋
す

る
豚

恋
す

る
豚

恋
す

る
豚

研
究
所

」
研

究
所

」
研

究
所

」
研

究
所

」
    

地
区
社
協
部
会

地
区
社
協
部
会

地
区
社
協
部
会

地
区
社
協
部
会
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

1
9

1
9

1
9

1
9
日 日日日
） ）））

    

料
理

料
理

料
理

料
理

教
室

教
室

教
室

教
室

    

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

1
3

1
3

1
3

1
3
日 日日日
） ）））

    
ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の
美
味
し
く
て
華
や
か
な
ご
馳
走
を
、
西
部

光
美
先
生
に
シ
ン
プ
ル
な
レ
シ
ピ
で
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

 
 

星
や

ハ
ー

ト
の

形
の

か
わ

い
い

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

を
つ

く
り

、
「
大
根
と
カ
イ
ワ
レ
の
サ
ラ
ダ
」
は
ア
ラ
ザ
ン
を
散
ら
し
、
星
の

ピ
ッ
ク
を
飾
り
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
メ
イ
ン
の
「
鶏
の
白
ワ
イ
ン
煮
」
は
バ
タ
ー
の
こ
く
と
ハ
チ
ミ

ツ
の
ほ
の
か
な
甘
み
が
美
味
し
く
、
盛
り
付
け
る
時
に
リ
ボ
ン
を

結
び
華
や
か
に
仕
上
げ
、
キ
ノ
コ
の
形
に
し
た
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を

添
え

ま
し

た
。

コ
ン

ソ
メ

ス
ー

プ
は

オ
ク

ラ
を

散
ら

し
て

色
鮮

や
か

に
な

り
ま

し
た

。
そ

し
て

、
オ

レ
ン

ジ
ジ

ュ
ー

ス
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
ト
ニ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
タ

ー
で

作
る

サ
ン

グ
リ

ア
風

ジ
ュ

ー
ス

も
と

て
も

美
味

し
く

、
お

酒
を

飲
め

な
い

方
に

も
喜

ば
れ

そ
う

で
す

。
 

先
生

の
ご

指
導

の
も

と
、

参
加

さ
れ

た
皆

さ
ん

は
と

て
も

手
際

良
く

調
理

さ
れ

、
き

れ
い

に
盛

り
付

け
た

ご
馳

走
を

美
味

し
く

、
楽

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
う
こ

と
の
出
来
た
料
理
講
座
で
し
た
。

 

順
位

 
町
会

 
得
点

 

1
位

 
富
里
町
会

 
4

5
1
 

2
位

 
緑
ヶ
丘
町
会

 
3

9
5
 

3
位

 
豊
町
東
町
会

 
3

7
5
 

4
位

 
通
一
・
泉
町
町
会

 
3

6
4
 

5
位

 
栄
町
町
会

 
3

1
8
 

6
位

 
豊
町
西
町
会

 
3

1
4
 

 

 
今
回
は
第

3
5
回
と
節
目
の
回
で
し
た
の
で
、
来
場
者
の
声

を
取
材
し
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
 

・
年
々
展
示
物
が
減
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
 

・
展
示
物
を
出
展
し
た
い
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
 

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
来
年
は
、
豊
四
季
生
誕

1
50

周
年
の
年
で
も
あ
り
、
豊
四
季

の
歴
史
に
関
す
る
出
展
も
計
画
中
と
の
こ
と
で
す
。
 

野
外
炊

飯
野

外
炊

飯
野

外
炊

飯
野

外
炊

飯
と ととと
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
防

災
訓

練
    

児
童

児
童
児
童

児
童
保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部
、 、、、
防
犯
防
災

防
犯
防
災

防
犯
防
災

防
犯
防
災
部 部部部
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

2
3

2
3

2
3

2
3
日 日日日
） ）））

    

 
こ
の
施
設
は
「
福
祉
を
売
り
に
せ
ず
に
、
本
来
の
価
値
で
売
る
」 

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一
般
の
企
業
と
同
様
に
製
造
、
販
売
等
を
行
っ
て

い
る
、
千
葉
県
香
取
市
に
あ
る
「
恋
す
る
豚
研
究
所
」
に
、
日
帰
り

研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 
 
恋
す
る
豚
と
は
、「

豚
に
恋
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「

豚
が
恋
す
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
安
全
な
豚
や
、
お
い
し
い
豚

を
生
産
す
る
た
め
に
は
、
科
学
的
な
視
点
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
肉
に

含
ま
れ
る
う
ま
み
成
分
を
分
析
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
実
証
的
な
、

安
定
し
た
管
理
や
生
産
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

 

恋
す

る
豚

は
口

あ
た

り
が
な
め
ら
か
で
、
く
さ

み
が
少
な
く
、
脂
の
ほ
の

か
な

甘
み

が
口

に
広

が
り
ま
す
。
あ
と
味
は
す
っ

き
り
し
て
い
て
、
つ
い
つ

い
ま
た
食
べ
た
く
な
っ
て
し
ま
う
お
い
し
さ
で
す
。

 
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

 
h

tt
p

s:
//
w

w
w

.k
oi

su
ru

b
u

ta
.c

om
 

 
毎
回
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
「
野
外
炊
飯
と
防
災
訓

練
」
が
、
昨
年
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
今
年
は
好
天
の
中

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

 
 
野
外
で
の
飯
盒
や
、
お
釜
で
米
を
炊
き
、
お
昼

に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
食
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
駐
車
場
で
は
、
柏

市
消

防
局

の
協

力
で

煙
体

験
ハ

ウ
ス

で
の

煙
体

験
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

第 第第第
三
小

三
小

三
小

三
小

学
校

学
校

学
校

学
校

の ののの
花
壇

を
花
壇

を
花
壇

を
花
壇

を
き
れ

い
に

き
れ

い
に

き
れ

い
に

き
れ

い
に

！ ！！！
    

ふ
る

ふ
る
ふ
る

ふ
る
協 協協協
事
務
局

事
務
局

事
務
局

事
務
局
（ （（（

11 111
1

11
月 月月月

2
3

2
3

2
3

2
3
日 日日日
） ）））

    

 
か

ね
て

要
望
の

あ
っ

た
体
育

館
前

に
あ

る
花

壇
の

清
掃
、

ペ
ン

キ
塗

り
替

え
作

業
を

各
町
会

長
を

は
じ

め
、

ふ
る

協
有
志

が
行
い
ま
し
た
。

 



平
成

3
0
年

1
2
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
9
号

(4
) 

 
平
成

3
0
年

1
2
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
9
号

(1
)  

 
 

 

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

    
12 121212

/1
6

/1
6

/1
6

/1
6～ ～～～

2 222/
15 /1
5

/1
5

/1
5    

問
い
合
わ
せ
：
近
隣
セ
ン
タ
ー
 

0
4

-7
1
7

3
-9

5
3

1
 

※
2
0
1
8
年

11
月

2
2
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

～ ～～～
    
点 点点点
    検 検検検

    商 商商商
    法 法法法

    の ののの
    ト トトト

    ラ ラララ
    ブ ブブブ

    ル ルルル
    に ににに

    気 気気気
    を ををを

    付 付付付
    け

て
！

け
て
！

け
て
！

け
て
！
    
～ ～～～
 

近
隣

近
隣

近
隣

近
隣

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

休
館

日
休
館

日
休
館

日
休
館

日
    

1 111
2 222
月 月月月

1
7

1
7

1
7

1
7
日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

    
1

2
1

2
1

2
1

2
月 月月月

2
8

2
8

2
8

2
8
日 日日日
（

金
（

金
（

金
（

金
） ）））

    
～ ～～～

    
1 111
月 月月月

3 333
日

（
日

（
日

（
日

（
木 木木木

） ）））
    

1 111
月 月月月

2
1

2
1

2
1

2
1
日 日日日
（

月
（

月
（

月
（

月
） ）））

    

 
込
む
素
敵
な
元
号
が
誕
生
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

 
も

う
す
ぐ

年
が

明
け
ま

す
。

富
里

地
域

の
皆

様
が
ま

す
ま

す
お

元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
今
般
の
改
元
を
機
に
、
元
号
を

使
わ

ず
に

西
暦

に
統

一
し

よ
う

と
い
う
議
論
や
、
行
政
分
野
で
は

西
暦

を
併

記
し

よ
う

と
い

う
動

き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
今
日
の
国

際
化
社
会
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も

当
然
こ
と
。
し
か
し
、
元
号
は
日

本
人

が
日

本
で

暮
ら

す
上

で
昔

か
ら

使
い

慣
れ

親
し

ん
だ

慣
習

で
あ
り
、
大
切
な
文
化
で
す
。
き

っ
と

国
民

の
理

想
を

イ
メ

ー
ジ

で
き
、
書
き
や
す
く
、
読
み
や
す

く
、
わ
が
国
固
有
の
歴
史
に
と
け

 
い

つ
も

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。
本
年
中
は
色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
私
た
ち
は
今
、
平
成
最
後
の
年
の
瀬
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
か

ら
3
0
年
前
、
小
渕
さ
ん
が
国
民
に
「
平
成
」
の
二
文
字
を
掲
げ

発
表

し
た

記
者

会
見

の
シ

ー
ン

や
、

直
後

に
職

員
皆

で
残

業
し

て
印
刷
物
を
訂
正
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
 

 
そ

も
そ

も
元

号
と

は
、

日
本

を
含

む
東

ア
ジ

ア
諸

国
に

お
け

る
紀
年
法
（
年
を
数
え
る
こ
と
）
の
一
種
で
、
西
暦
に
紀
年
法
を

併
記

し
て

い
る

国
は

あ
れ

ど
、

元
号

そ
の

も
の

が
広

く
使

用
さ

れ
て
い
る
国
は
世
界
で
唯
一
日
本
だ
け
の
よ
う
で
す
。
 

日
時

 
イ
ベ
ン
ト
名

 
窓
口

 

1
2
月
 

1
9
日
(
水
) 

11
:0

0
～

 
ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

1
月
 

5
日
(土

) 
1

0
:0

0
～

 
ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
 

1
3

:0
0
～

 
ふ
る
協
・
防
犯
協
会
合
同
新
春
懇
親
会
（
朝
日
会
館
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
8
日
(火

) 
1

0
:0

0
～

 
母
と
子
の
集
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
9
日
(水

) 
1

0
:0

0
～

 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
 

1
0

:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1

6
日
(
水
) 

11
:0

0
～

 
ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
1

7
日
(
木
) 

1
0

:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2

1
日
(
月
) 

1
0

:0
0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2

7
日
(
日
) 

1
0

:0
0
～

 
緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

2
月
 

2
日
(土

) 
1

0
:0

0
～

 
ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
4
日
(月

) 
1

0
:0

0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
6
日
(水

) 
1

0
:0

0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1

2
日
(
火
) 

1
0

:0
0
～

 
母
と
子
の
集
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1

3
日
(
水
) 

1
0

:0
0
～

 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 

相
談
窓
口
：
柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

1
8

8
 

電
話
：

0
4

-7
1

6
4

-4
1

0
0
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
）
 

 
点

検
商

法
と

は
、

工
事

業
者

が
屋

根
や

床
下

な
ど
の

点
検

を
持

ち
掛

け
不

安
な

ど
を

あ
お

り
、

工
事

契
約

を
急

が
せ
て

結
ぼ

う
と

す
る
商
法
で
す
。

 
 ＜
対
応
＞
 

 
①
業
者
の
訪
問
の
際
、
対
応
し
な
い
。
 

 
②
工
事
を
依
頼
す
る
場
合
も
急
い
で
独
断
で
契
約
せ
ず
、
第
三
 

者
に
相
談
し
た
り
、
複
数
の
見
積
り
を
と
る
。
 

 
③
工
事
契
約
を
結
ん
で
も
、
8
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
解
除
で
き
 

る
。
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
）

 

 
新
築
契
約
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
相
談
で
き
る
「
住
ま
い

「
住
ま
い

「
住
ま
い

「
住
ま
い

る るるる
ダ
イ

ダ
イ

ダ
イ

ダ
イ

ヤ
ル

ヤ
ル

ヤ
ル

ヤ
ル

」 」」」
が
あ
り
ま
す
。
国
土
交
通
大
臣
か
ら
指
定
を
受
け
た
住
宅

専
門
窓
口
で
、
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

・
電
話
番
号
：

0
5

7
0

-0
1

6
-1

0
0

 
・
受
 
付
 
：
平
日

 1
0

:0
0
～

1
7

:0
0
 

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
下
さ
い
。

 
発

行
：
柏

市
富
里

地
域
ふ

る
さ
と

協
議
会

・
富
里

地
区
社

協
部
会

 
h

tt
p

:/
/w

w
w

.f
k

-t
om

is
a

to
.n

et
/ 

「
柏

市
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か

ら
南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い

ま
す

。
近

隣
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
、

町
会

の
垣

根
を

越
え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

 

編
集
・
制

作
：
広

報
部
 

k
oh

o@
fk

-t
om

is
a
to

.n
et
 

 
お

問
合

せ
：
℡

 0
4

0
4

0
4

0
4

- ---7
1
7

3
7
1
7

3
7
1
7

3
7
1
7

3
- ---9

5
3
1

9
5

3
1

9
5

3
1

9
5

3
1
（

富
里

近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

 

あ
な

た
の

家
が

狙
わ

れ
て

い
る

？
 

 
年

末
年

始
は

、
帰

省
や

旅
行

な
ど

で
留

守
が

多
く

な
る

時
期

で
あ

る
と
と

も
に

、
金

融
機

関
が

休
み

に
な

る
こ

と
も

あ
り

、
お

年
玉

を
準

備
し

た
り

、
普

段
よ

り
多

め
に

現
金

を
お

持
ち

の
家

庭
も

多
い

時
期

で
す

。
空

き
巣

な
ど
の

侵
入
犯

は
予

め
下

見
を

行
い

、
予

め
下

見
を

行
い

、
予

め
下

見
を

行
い

、
予

め
下

見
を

行
い

、
戸

締
り

の
弱

い
家

を
狙

い
戸

締
り

の
弱

い
家

を
狙

い
戸

締
り

の
弱

い
家

を
狙

い
戸

締
り

の
弱

い
家

を
狙

い
ま

す
。
侵

入
に
時

間
が

か
か
る
家
は
狙
わ
れ
に
く
く
、
侵
入
に

5
分
以
上
か
か

る
と

半
数

以
上

が
侵
入

を
諦

め
る

と
い

う
デ

ー
タ

も

あ
り
ま
す
。
 

完
璧

な
防

犯
対

策
は

な
か

な
か

あ
り

ま
せ

ん
が
、
侵
入
に
と
ま

ど
っ
た
り
、
い
か

に
も

防
犯

に
関

心
が

あ
り

そ
う

  
1 111
. ...
少

し
で
も

家
を

空
け
る
と

き
は
、
必
ず

施
錠
す

る
。

少
し
で
も

家
を

空
け
る
と

き
は
、
必
ず

施
錠
す

る
。

少
し
で
も

家
を

空
け
る
と

き
は
、
必
ず

施
錠
す

る
。

少
し
で
も

家
を

空
け
る
と

き
は
、
必
ず

施
錠
す

る
。

2
.

2
.2
.

2
.
郵

便
受
け

に
新

聞
を
た
め

な
い

よ
う
に

す
る

。
郵

便
受
け

に
新

聞
を
た
め

な
い

よ
う
に

す
る

。
郵

便
受
け

に
新

聞
を
た
め

な
い

よ
う
に

す
る

。
郵

便
受
け

に
新

聞
を
た
め

な
い

よ
う
に

す
る

。
    

3
.

3
.3
.

3
.
洗

濯
物
は

、
外

か
ら
見
え

な
い

場
所
に

干
す

。
洗

濯
物
は

、
外

か
ら
見
え

な
い

場
所
に

干
す

。
洗

濯
物
は

、
外

か
ら
見
え

な
い

場
所
に

干
す

。
洗

濯
物
は

、
外

か
ら
見
え

な
い

場
所
に

干
す

。
    

4 444
. ...
音

声
威
嚇

ラ
イ

ト
（
セ
ン

サ
ー

付
き
）

な
ど

で
、

音
声
威
嚇

ラ
イ

ト
（
セ
ン

サ
ー

付
き
）

な
ど

で
、

音
声
威
嚇

ラ
イ

ト
（
セ
ン

サ
ー

付
き
）

な
ど

で
、

音
声
威
嚇

ラ
イ

ト
（
セ
ン

サ
ー

付
き
）

な
ど

で
、

    
侵

入
を

諦
め
さ

せ
る

。
侵

入
を

諦
め
さ

せ
る

。
侵

入
を

諦
め
さ

せ
る

。
侵

入
を

諦
め
さ

せ
る

。
    

5
.

5
.5
.

5
.
窓

か
ら
の

侵
入

を
防
ぐ
。

窓
か
ら
の

侵
入

を
防
ぐ
。

窓
か
ら
の

侵
入

を
防
ぐ
。

窓
か
ら
の

侵
入

を
防
ぐ
。

    
    

 
 

 
  
 

 
 
・

防
犯
フ

ィ
ル

ム
を
貼

る
の

も
効
果

的
・

防
犯
フ

ィ
ル

ム
を
貼

る
の

も
効
果

的
・

防
犯
フ

ィ
ル

ム
を
貼

る
の

も
効
果

的
・

防
犯
フ

ィ
ル

ム
を
貼

る
の

も
効
果

的
    

    
・
補

助
鍵
を

付
け

る
の
も

効
果

的
・
補

助
鍵
を

付
け

る
の
も

効
果

的
・
補

助
鍵
を

付
け

る
の
も

効
果

的
・
補

助
鍵
を

付
け

る
の
も

効
果

的
    

6 666
. ...
夜

で
も
タ

イ
マ

ー
を
使
用

し
、

室
内
の

電
気

夜
で
も
タ

イ
マ

ー
を
使
用

し
、

室
内
の

電
気

夜
で
も
タ

イ
マ

ー
を
使
用

し
、

室
内
の

電
気

夜
で
も
タ

イ
マ

ー
を
使
用

し
、

室
内
の

電
気

    
を

点
灯

さ
せ
て

お
く

。
を

点
灯

さ
せ
て

お
く

。
を

点
灯

さ
せ
て

お
く

。
を

点
灯

さ
せ
て

お
く

。
    

    
 
 

 
  
 

 
 
・

人
感
ラ

イ
ト

な
ど
も

効
果

的
・

人
感
ラ

イ
ト

な
ど
も

効
果

的
・

人
感
ラ

イ
ト

な
ど
も

効
果

的
・

人
感
ラ

イ
ト

な
ど
も

効
果

的
    

空
き

巣
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
６

つ
の

対
策

空
き

巣
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
６

つ
の

対
策

空
き

巣
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
６

つ
の

対
策

空
き

巣
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
６

つ
の

対
策

    

平
成

最
後

の
年

始
の

お
参

り
を

地
元

の
神

社
 
富
里
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
（
旧
水
戸
街
道
沿
い
）
に
鎮
座
す

る
「
神
明
神
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

 
 
由
緒
は
（
出
展
：
掲
示
看
板
）『

当
神
明
主
神
の
鎮
座
地

で
あ

る
柏

市
富

里
町

は
、

昭
和

四
十

二
年

に
改

名
さ

れ
た

町
名
で
あ
っ
て
、
曾
て
は
柏
市

豊
四
季

豊
四
季

豊
四
季

豊
四
季
の
一
部
で
あ
っ
た
。

こ
の

豊
四

季
豊

四
季

豊
四

季
豊

四
季

の
地

は
、

明
治

新
政

府
の

殖
産

事
業

と
し

て
、

も
と

徳
川

幕
府

の
上

総
牧

場
で

あ
っ

た
小

金
牧

と
佐

倉
牧
を
、
明
治
初
年
明
治
新
政
府
が
東
京
府
に
命
じ
て
、
初

富
・
二
和
・
三
咲
・
豊
四
季

豊
四
季

豊
四
季

豊
四
季
・
五
香
・
六
実
・
七
栄
・
八
街
・

九
美
上
・
十
倉
・
十
余
一
・
十
余
二
・
十
余
三
と
つ
づ
い
て

開
墾

を
さ

れ
、

こ
の

小
金

牧
の

内
な

る
四

番
目

の
豊

四
季

豊
四

季
豊

四
季

豊
四

季
の
一
部
で
あ
り
各
地
か
ら
、
武
士
を
は
じ
め
次
男
・
三
男
や

世
の

変
革

に
よ

っ
て

職
を

失
っ

た
多

く
の

人
々

が
入

植
、

移
り

住
ん

で
集

落
が

形
成

さ
れ

た
。

や
が

て
松

並
木

の
旧

水
戸
街
道
（
旧
六
号
国
道
）
沿
い
地
域
の
人
び
と
の
よ
り
ど

こ
ろ

と
し

て
、

天
照

皇
大

御
神

を
御

祭
神

と
し

て
現

在
の

地
富
里
二
丁
目
に
神
明
神
社
を
創
建
、
朝
に
夕
べ
に
御
神
徳
を

仰
い
で
家
業
に
励
み
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
百
有
余

年
の
長
い
月
日
を
祖
先
相
承
け
相
伝
え
て
今
日
に
至
っ
た
。

 
現
在
は
柏
市
の
「
富
里
一
丁
目
・
同
二
丁
目
・
同
三
丁
目
・

東
町
・
中
央
・
若
葉
町
・
緑
ヶ
丘
・
豊
町
東
・
豊
町
西
・
新
富

町
・
南
柏
・
吉
野
沢
・
豊
平
町
」・

近
隣
町
会
等
の
共
同
鎮
守
と

し
て
、
又
近
隣
地
域
の
人
々
の
篤
い
尊
崇
を
あ
つ
め
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
（
以
下
略
）』

 
 

平
成

2
9
年
大
晦
日
の
風
景

な
家

だ
な

、
と

思
わ

せ
る

だ
け

で
実

害
を

か
な

り
遠

ざ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

空
き

巣
被

害
に

遭
わ

な
い

ポ
イ

ン
ト

は
、

侵
入

者
が
嫌
う
「
光
」
「
人
の
目
」
「
音
」
で
す
。

 
 

防
犯
診
断
風
景
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